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令和４年度志木市立志木中学校 第１回 学校運営協議会議事録

１ 開催日時 令和４年４月１９日（火） １０：５０～１２：４０

２ 場 所 志木市立志木中学校 視聴覚室 （途中、授業参観）

３ 出 席 者

（計 １０名）

４ 協議内容

（１）令和４年度学校経営方針について

○タブレット端末を使った授業は具体的にどのように活用しているのか。

→これまでのワークシートを使った授業と同様のことがオンラインでできる。課題の

配布・回収などができる。調べ活動やプレゼンテーション作成、動画撮影・編集な

ど様々な活用例がある。

○タブレット端末はどれくらいの頻度で活用するのか。

→頻繁に使っているが、タブレット端末はあくまでも道具（手段）として教育活動の

内容に合わせて使用している。頻度を決めて使用していない。

○学校課題研究（防災教育）について、どのような取組を行うのか。

→防災マップづくり、避難所開設、合同避難訓練等を計画している。

○合同防災訓練への参加、避難所開設など、中学生が地域の中で自立して生きていけ

るように充実させていただきたい。

→そのように取り組んでいく。

○「チーム志木中」とは具体的にどのような取組があるのか。

→「チーム」であることの重点として、教職員間の関係づくりがある。個々の思いや

悩みを共有できる学校経営を目指している。個々の良さを認め合い、協働できる教

職員による学校を目指していく。

（２）地域人材の活用について

○部活動指導補助が進まない理由はどこにあるのか。

→まず、予算面の課題がある。また、部活動指導補助員と生徒との間でトラブルが生

じる事例もある。今後、学校が市教委と連携して取り組んでいくべき課題でもあ

る。

○地域人材を活用するにあたって、誰でも良いという訳ではない。地域で信頼され、

推薦されるような人物を探した方が良いのではないか。

→その通りである。
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○まずは、人材バンクとして学校応援団のリストがあった方が依頼しやすい。登録し

たからと言って必ず声をかけなければならない訳ではない。

→チラシを活用して登録を促していく。

○学校応援団募集のチラシについて、活動頻度を記入させた方がよいのではないか。

→ホームページ作成支援や環境整備を除くと、活動内容を踏まえても定期的な活動が

想定しづらい。

○（小中一貫教育推進と関連して）学校運営協議会は近隣三校で横断的にする計画は

あるのか。

→今後、数年のうちに実現するものと考える。

○志木中単独で応募チラシを配布するのではなく、学区全体で小学校を巻き込んで進

めた方が良い。

→小中一貫教育推進に向けた会議が１学期中にあるので、各校と調整を図り実現す

る。


